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１．研究計画の概要 

コンプトン散乱による強相関物質のフェ
ルミ面マッピング法の開発とその応用を目
標として、以下のサブ・テーマを設定して研
究を進める。 
（１）SPring-8, BL08W で稼働している高分
解能コンプトン散乱スペクトロメータの性
能向上。 
（２）フェルミ面をマッピングするプログラ
ムの開発と最適化。 
（３）強相関物質、複雑・不規則系物質への
応用。主たる応用として、コバルト酸化物を
設定し、銅酸化物高温超伝導体や Ce 系化合
物も想定する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 「１．研究計画の概要」であげた３つのサ
ブ・テーマをほぼ並行して進めている。 
（１）について、本科研費以外の予算でモノ
クロメータの改良が行われ、運動量分解能で
３割、測定効率で約 3 倍の性能向上がなされ
た。また、本科研費の予算で、スペクトロメ
ータの光学系として重要なコンポーネント
である 2 次元 X 線検出器を購入して、新たに
コンプトン散乱 X 線分光系を立ち上げた。こ
れにより、ひとつの試料について２つの結晶
方位の測定が同時にできるセットアップが
完成した。 
（２）について、直接フーリエ法によるフェ
ルミ面マッピング・プログラムが開発された。
このプログラムは、１０～２０本のコンプト
ン・プロファイル・データから２次元あるい
は 3 次元電子運動量密度を再構成し、LCW

法により第１ブリルアンゾーン内に同密度
を畳みこむことで k空間の電子占有数密度を
求め、さらに同占有数密度を微分することに
より、フェルミ面形状をマッピングするもの
である。現在、直接フーリエ法のエラー伝搬
を評価するプログラムを開発中である。また、
直接フーリエ法とはアルゴリズムが異なる
フーリエ・ベッセル法とコーマック法も開発
を進めている。 
（３）について、コバルト酸化物の結果は既
に論文として発表した。また、銅酸化物高温
超伝導体と Ce 化合物の測定も行われ、論文
発表の準備を行っている。また、「銅酸化物
高温超伝導体の電子運動量密度からどのよ
うにフェルミ面とホール軌道を決定する
か？」に関して、ノースイースタン大学（米
国）とデルフト工科大学（オランダ）の理論
グループと共同研究を進めている。さらに、
強相関物質の基底状態の研究から励起状態
の研究への発展の可能性を展望するために、
ミシガン州立大学（米国）と共同で励起状態
にある強相関物質の研究も開始した。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
サブ・テーマ（１）に関しては、目標は達

成された。（２）に関しては、エラー伝搬プ
ログラム以外はほぼ開発された。（３）に関
しては、当初予定した強相関物質の測定はほ
ぼ完了した。 
 
 



４．今後の研究の推進方策 
 フェルミ面形状に関する実験結果の信頼
性を評価する上でエラー伝搬の評価は重要
である。今後、エラー伝搬プログラムを開発
する。また、研究のまとめとして、スペクト
ロメータに関する装置論文、銅酸化物および
Ce 化合物へ応用した結果の論文を発表する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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